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｢旧浦和青年の家跡地及び旧岸町庁舎跡地における再生採石撤去工事｣におけるアスベスト環境濃度測定結果に関するコメント
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｢旧浦和青年の家跡地及び旧岸町庁舎跡地における再生採石撤去工事｣におけるアスベスト環境濃度測定結果によれば、

2月25日作業中作業区域内アスベスト粉じん濃度：25ｆ/ｌ、

3月1日負圧機排出口付近アスベスト粉じん濃度：1.4ｆ/ｌ、

作業区域内：1.1ｆ/ｌ、

3月15日作業中作業区域内アスベスト粉じん濃度：11ｆ/ｌ

と明らかに一般環境濃度を超えるアスベスト粉じんが観測されている。

一般に負圧機排出口付近では、フィルターを通した正常な空気が排出される。このことから、3月1日負圧機排出口付近アスベスト粉じん濃度は異常値である。この日は、3号テント内の作業区域内アスベスト粉じん濃度が1.1ｆ/ｌであり、同じ3号テント負圧機排出口付近アスベスト粉じん濃度が1.4ｆ/ｌである。これは負圧機のフィルターが全く機能していなかったことを示している。

このフィルターの異常について、調査を行い即時に近隣住民に知らせることが、リスクを最小化させるために重要なリスクコミュニケーションの実践であるが、当事者の斎藤工業（株）及び埼玉県はなんらこのような措置を取っていない。

この3月1日の３号テントの負圧機フィルターについて、埼玉県は近隣住民に対し、速やかに作業日報の開示、フィルターの異常に関する調査報告を行うべきである。

以上

